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「第9回月見の会＆コンサート」報告

平成 30年 9月 23日(祝)、秋雨前線が居座って雨と曇りの狭間

の祭日、今年は月見の会と富田林市立第一中学校吹奏楽部によるコ

ンサートが行われ、１５０人の会員の参加がありました。

曲目は「となりのトトロ」「川の流れのように」「ふるさと」「Ｊ－

ｂｅｓｔ」～日本を勇気づける名曲～ 来訪者の誰もが知っている

曲目でした。特に「ふるさと」が演奏されるとみんな一緒になって

歌いました。とても良い空気が流れました。又、楽器紹介の時は、

メロディーを演奏して曲目を当てるクイズもして楽しく過ごすこと

が出来ました。あっという間に時間が過ぎ演奏時間を少々オーバー

してしまいましたが終了を見計らったように、展望広場の真上には

厚い雲の間から真ん丸なお月様が顔を出し素晴らしいグッドタイミ

ングな演出のように思いました。

近隣の皆様、御協力いただいた方々本当にありがとうございまし

た。 （事業親睦部会）

今年の寺内町燈路（主催：じないまち四季物語実行委員会、

共催：富田林寺内町をまもり・そだてる会、観光協会）は

８月２５日（土）に実施されました。

台風も通過して、日中は残暑が厳しく感じられましたが、

夕闇が迫る頃にはそよ風が吹き少し涼しく感じられるように

なりました。

夕方になって寺内町燈路見物の沢山の来場者がお越しにな

り、午後六時半頃には、寺内町とその周辺に約 1000基の行灯

が並べられ、一斉にローソクに灯が入れられると、美しい街

並みが映し出されました。

また、興正寺の山門からお庭にかけて数多く設置された燈

路のローソクにも一斉に灯が入れられると、浴衣姿の来場者

や外国から来られた観光客が写真やビデオにその美しい風景

を写しておられました。

寺内町の各所でもさまざまイベントが執り行われていまし

た。「中林寝装店横の駐車場では富田林今昔スライドの上演」

「本町公園では花行灯を飾り、今年は浄瑠璃のＢＧＭ」「みん

なの広場では子供縁日」等が行われ多くの観光客で賑わいま

した。

市の商工観光課に確認したところ約５０００人が参加され

たとの回答がありました。皆さん、ご支援、ご協力ありがと

うございました。 （事業親睦部会）

「第15回じないまち四季物語2018夏富田林寺内町燈路」報告
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西林町・東林町見学会

「初鍋めぐり」 実施

平成 31年 1月 12日（土）に

寺内町初鍋めぐりがじないまち四

季物語実行委員会主催にて実施さ

れます。

大勢の参加をお待ちしており

ます。

「平成 30年度

寺内町清掃」報告

秋晴れの 9月 2日（日）、

恒例の寺内町清掃が実施されました。

早朝 8時から各町会の皆様により

寺内町全体が美しくなりました。

ご参加いただきました皆様

ありがとうございました。

平成 31年 3月 24日（日）に会員見学会が

実施されます。見学会候補地は以下の 2箇所の

内いずれかです。決まり次第お知らせいたしま

す。

大勢のご参加お待ちしております。

候補地① 与謝野町加悦（製織町・京都）

候補地② 名古屋市有松（染織町・愛知）

「会員見学会」実施
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月 日 会議名 内 容 場 所

2 役員会
・各部会の報告

・平成３０年度事業計画について

寺内町

センター

8 16 理事会 ・各部会の報告

（特に燈路、清掃、月見の会について）

寺内町

センター

26 事業親睦

部会

・燈路、月見の会、会員見学会ついて じないまち

展望広場

9
6 管理運営

部会

・じないまち交流館の管理運営・自主事業

・今後の指定管理事業について

寺内町

センター

13 役員会 ・各部会報告

(燈路総括、月見の会・会員見学会）

寺内町
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20 記念事業

実行委員

・重要伝統的建造物群保存地区拡大記念式典

、講演会、関連イベントについて
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・女性交流部会の運営と事業計画について 寺内町

センター

11 役員会 ・各部会の報告（会員見学会、後の雛めぐり）

・会計報告（まもり・そだてる会、交流館）

寺内町

センター

  管理運営

部会

・じないまち交流館の管理運営・自主事業

・今後の指定管理事業について

寺内町
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富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン

まもり・そだてる会活動報告
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ド
イ
ツ
人
女
性
の

寺
内
町
交
流
館
で
の
写
真
展

江
戸
時
代
の
古
い
町
並
み
が
残
る
富
田

林
寺
内
町
の
日
常
風
景
を
切
り
取
 
た
写

真
展
が
十
月
二
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で

 
富
田
林
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
 
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
 

写
真
展
を
開
催
さ
れ
た
の
は
 
ド
イ
ツ

中
部
の
ザ
ウ
ア
 
ラ
ン
ド
地
方
ご
出
身
の

女
性
で
す
 
三
船
敏
郎
さ
ん
の
映
画
を
見

て
日
本
に
興
味
を
持
ち
 
大
学
で
日
本
語

を
学
び
 
一
九
八
八
年
に
来
日
さ
れ
ご
本

人
は
 
富
田
林
は
私
の
第
二
の
故
郷
 
美

し
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
る
 
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
す
 

写
真
を
撮
り
始
め
ら
れ
た
の
は
二
０
十

五
年
一
月
か
ら
で
 
仕
事
の
行
き
帰
り
に

出
会
 
た
自
然
の
風
景
や
町
並
み
を
ス
マ

 
ト
フ
 
ン
で
撮
る
よ
う
に
な
 
た
そ
う

で
す
 

フ
 
イ
ス
ブ
 
ク
に
そ
の
写
真
を
投
稿
す

る
と
 
ド
イ
ツ
の
友
人
か
ら

じ
な
い
ま
ち
交
流
館
に
展
示
で
き

る
ス
ペ
 
ス
が
あ
り
ま
す
 
ご
自
身

の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

詳
細
は
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
 

℡
０
７
２
１
 
２
６
 
０
１
１
０

御坊町・堺町 見学会

 
こ
ん
な
す
て
き
な
街
が
あ
る
の
だ
 

と
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で

す
 中

で
も
 
寺
内
町
 
は
 
静
か
で
癒

さ
れ
る
 
と
最
も
お
気
に
入
り
の
場
所

だ
そ
う
で
 
 
同
じ
所
を
通
 
て
も
 

こ
ん
な
美
し
い
風
景
が
あ
 
た
の
だ

と
新
し
く
気
づ
か
さ
れ
る
 
と
話
さ
れ

ま
し
た
 

ま
た
 
 
富
田
林
は
ド
イ
ツ
か
ら
や

 
て
き
た
自
分
を
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
た
第
二
の
故
郷
 
街
や
自
然
の

美
し
さ
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
 
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
 

写
真
展
に
は
こ
れ
ま
で
に
撮
り
た

め
た
三
百
点
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た

三
十
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
 

交
流
館
に
来
館
さ
れ
た
多
く
の
人

た
ち
が
 
写
真
の
美
し
さ
 
に
見
と
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
 

写
真
展
示
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た

ド
イ
ツ
人
の
女
性
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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